
中央公民館

　勇気をくれることわざ、笑
えることわざ、ちょっぴりこ
わいことわざ…。人生の知恵
や教訓が詰まったことわざ
を、イラストとともに楽しく
解説する。世界のことわざを
紹介するコラムや、ことわざ
クイズも収録。

出版社…ポプラ社

【児童書/日本語】
ことわざびっくり事典

こざきゆう　文

【一般書/生活エッセイ】
やっとこっかな

わたなべぽん　著 

　ほんとは「いやっ！」とい
いたいときでも、ノニはどう
しても、相手にいえなくて
…。自分の気持ちを表に出せ
ない子どもの心に寄り添いな
がら、ときには主張すること
の大切さを教えてくれる、カ
ナダ発のキュートな絵本。
出版社…サイエンティスト社

　青少年教育コンサルタント
として人気の森田。爽やかな
笑顔の裏には、目的のためな
ら手段を選ばない姑

こ

息
そく

で卑劣
な面が隠されていた。倫理観
も良心も皆無な男が買った恨
みの数々は着実に蓄積し…。
『ザ・フナイ』連載を書籍化。

出版社…ビジネス社

【一般書/小説】
シン人間失格

新堂冬樹　著

宮
本
理
三
郎
・
中
人
・
尚
子
木
彫
展

　
　
　
　
　
　

     

〜
３
代
に
伝
わ
る
木
彫
の
世
界
〜

草
花
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
数
多
く
描

き
、
平
成
10(

１
９
９
８)

年
７
月
に
永

眠
し
ま
し
た
。

宮
本
中
人

　

理
三
郎
の
子
・
中
人
は
昭
和

13(

１
９
３
８)

年
、
東
京
に
生
ま
れ
、

20
歳
の
時
に
彫
刻
家
で
東
京
藝
術
大

学
教
授
で
も
あ
っ
た
山
本
豊
市
の
勧

め
で
父
理
三
郎
の
内
弟
子
と
な
り
、

技
を
磨
い
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和

45(

１
９
７
０)

年
に
は
、
日
本
最
大
の

総
合
美
術
展
覧
会
で
あ
る
日
展(

日
本

美
術
展
覧
会)

に
『
少
女
』
が
、
翌
年

に
は
『
鳩は

と

笛ぶ
え

』
が
相
次
い
で
入
選
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
父
と
同
じ
よ
う
に
多
く
の
寺

院
か
ら
仏
像
の
制
作
を
依
頼
さ
れ
、
大

き
な
仁
王
像
な
ど
も
東
山
田
の
ア
ト
リ

エ
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
４(

１
９
９
２)

年
に
三
和
健

康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー(

ゴ

ヨ
ー
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー)

が
オ
ー
プ
ン
し
た
時
に
寄
贈
さ
れ
た
、

自
身
の
代
表
作
『
鳩
笛
』
は
、
現
在
も

ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
平
成
６(

１
９
９
４)
年
か
ら
３
年

木
彫
の
世
界

　

古
い
竹
の
上
で
じ
っ
と
前
を
見
つ

め
、
手
を
差
し
伸
べ
る
と
ス
ル
ス
ル
っ

と
逃
げ
出
し
て
し
ま
い
そ
う
な
ト
カ

ゲ
。
朴ほ

お

や
睡す

い

蓮れ
ん

の
葉
の
上
で
じ
っ
と
身

構
え
、
手
を
近
づ
け
よ
う
も
の
な
ら
、

ぴ
ょ
ん
と
飛
び
跳
ね
て
ど
こ
か
へ
行
っ

て
し
ま
い
そ
う
な
カ
エ
ル
。
こ
れ
ら
の

作
品
か
ら
は
、
１
本
の
木
か
ら
彫
り
出

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
く
で
見

て
も
本
物
と
見
ま
ご
う
ば
か
り
の
精
巧

で
卓
越
し
た
技
と
、
小
さ
な
生
き
物
に

対
す
る
作
者
の
慈
し
み
の
ま
な
ざ
し
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
父
・
子
・
孫
と
３
代
に
わ

た
り
、
木
彫
を
中
心
と
し
た
作
品
を
市

内
で
数
多
く
生
み
出
し
て
き
た
、
宮
本

理
三
郎
・
中な

か

人ひ
と

・
尚な

お

子こ

の
3
人
を
紹
介

し
ま
す
。

宮
本
理
三
郎

　
宮
本
理
三
郎
は
明
治
37(

１
９
０
４)

年
、
大
分
県
に
生
ま
れ
、
大
正

14(

１
９
２
５)

年
に
上
京
。
近
代
を
代

表
す
る
彫
刻
家
・
高
村
光
雲
の
孫
弟
子

で
皇
居
の
大お

お

手て

濠ぼ
り

緑
地
内
に
あ
る
和わ

気け
の

清き
よ

麻ま

呂ろ

像
の
作
者
と
し
て
著
名
な
、
佐

藤
朝ち

ょ
う

山ざ
ん(

清せ
い

蔵ぞ
う

・
玄げ

ん

々げ
ん)

に
師
事
し
ま
し

た
。
朝
山
の
下
で
腕
を
磨
い
た
理
三
郎

は
、
昭
和
に
入
っ
て
日
本
美
術
院
展
に

作
品
を
出
品
し
『
赤あ

か

蛙が
え
る

』
や
『
百も

舌ず

の

雛ひ
な

』『
シ
ャ
モ
の
雛
』
な
ど
が
入
選
と

な
り
ま
し
た
。

　
戦
後
は
個
展
を
開
き
、
寺
院
か
ら
依

頼
さ
れ
て
仏
像
な
ど
も
制
作
し
ま
し

た
。
昭
和
45(

１
９
７
０)

年
に
古
河
市

中
田
に
移
住
し
、
昭
和
56(

１
９
８
１)

年
に
は
現
在
の
東
山
田
へ
。
そ
こ
で
彫

刻
の
制
作
を
進
め
る
傍
ら
、
彫
刻
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
な
身
近
な
生
き
物
や

間
、
当
時
の
三
和
町
中
央
公
民
館
で
彫

刻
講
座
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
地
域

文
化
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
日
本
橋
の
デ
パ
ー
ト
で
個
展

や
親
子
展
を
開
く
な
ど
、
精
力
的
に
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

香
川(

宮
本)

尚
子

　
昭
和
50(

１
９
７
５)

年
に
古
河
市
で

生
ま
れ
た
尚
子
は
、
國
學
院
大
學
を
卒

業
後
、
父
中
人
の
内
弟
子
と
な
り
、
祖

父
・
父
と
同
じ
よ
う
に
彫
刻
家
の
道
を

歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
の
作

品
か
ら
は
、
祖
父
や
父
の
木
彫
制
作
の

技
が
見
事
に
受
け
継
が
れ
つ
つ
も
、
２

人
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
繊
細
さ
や
愛
ら

し
さ
、
華
や
ぎ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

木
彫
展
を
開
催

　

三
和
資
料
館
で
は
12
月
25
日
㈬
ま

で
、
3
代
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
宮
本
家
の
作
品
約
80
点
の
ほ
か
、

制
作
過
程
が
分
か
る
写
真
パ
ネ
ル
な

ど
、
関
連
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い(

文
中
、
敬
称

略)

。
三
和
資
料
館
学
芸
員
　
峯
照
男

▲宮本理三郎作「春日」(上)と「赤蛙」(下)

【絵本】
いやっ！　といえないノニ
ヘザー・ハート=サスマン　文
ジュヌヴィエーヴ・コテ　絵

My memories in KOGA

Name
From
Age
Job

ウォングサシィットポルン パサウィさん
タイ
24歳
家具製品の開発・販売

　豊かな自然が魅
力の古河。四季
折々に咲く花を眺
めながら、散策を
楽しんでいます！

　6年前、大学進学のために来日しました。卒業後
は市内の家具製造会社に就職し、営業部門でネット
販売に関わる業務や、新商品の開発にも携わってい
ます。多くの外国人に古河市の魅力を伝えるため、
休日は仲間と一緒にPR動画を制作・発信しています。

　ステイホームで生活が一変
したとき、マスクもトイレッ
トペーパーも足りなかった
－。防災、お金、健康、住ま
いなど、コロナ禍をきっかけ
に考えた、人生後半を楽しく
生きるための準備を漫画で描
く。『小説幻冬』連載を加筆。

出版社…幻冬舎
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